「子どもを共に育む『親支援』プログラム」学童期思春期部会について（資料２）
＜経過＞

　続いて，学童期思春期部会について報告いたします。

　学童期思春期部会では，これまで

○昨年，１０月１０日

○　　　１１月２５日

○　　　１２月１８日
○今年に入り，１月１６日
○　　　　　　２月６日　　　と，５回の部会を開催して参りました。
＜部会の概要＞

　ここで，各回における協議の内容等について，簡潔にご報告致します。

◆第１回部会は，全体統括部会終了後に行い，妊娠期乳幼児期部会と同様，「部会員の紹介」「部会長の選出」を行い，各委員から，現在の「子育て環境」や「親が抱える悩み・課題」等について意見を出し合いました。
◆第２回部会からが，本格的な協議となり，まず第1回全体統括部会の際にお願いしていた「現状把握シート」への回答を元にまとめた資料３の「グランドデザイン（全体構想）案」に基づき，「学習プログラム」に盛り込む「テーマ」について話し合いました。
◆第３回部会では，第２回部会での議論を受けて，「グランドデザイン案」を，『全ての親に伝えたいテーマ』と『特に，学童期思春期の子を持つ親が直面するテーマ』として整理した資料４の「学童期思春期部会プログラム骨子案」を基に，再度，盛り込むべきテーマについて，協議しました。
◆第４，５回では，第３回部会までの協議において確認された「テーマ」を元に，実際の「学習プログラム素案」を作成し，その内容・進め方等について具体的な論議を行いました。

本日，お手許にお配りしております４つの「学習プログラム」は，第５回部会までの意見を踏まえて修正したものです。

＜各学習プログラムについて＞
　それでは，４つの「学習プログラム」について，ご説明いたします。

　

「いつくしむ，受けとめる，認める，つながる」の４つの表題については，資料５でお示ししているとおり，資料４の「学童期思春期部会プログラム骨子案」の中で「全ての親に共通するテーマ」として掲げられているものを元に作成いたしました。

　水色のＡ４用紙が支援者向け，白色のＡ４用紙が親向けのテキストになっていますので，それぞれを対比しながらご覧ください。
◎１つ目の，「いつくしむ」についてです。
　
○このテーマは，支援者向けテキストの「ねらい」にもありますように，親自身も子どもも，「一人一人がかけがえのない存在」であることを再認識してもらい，また，それを子どもにも伝えていくことの大切さを感じてもらうことを目的としています。

　○このテーマは，部会の議論の中でも，「最も大切なテーマの一つ」として多くの意見があり，自尊感情を持てずに成長する子どもが増えてきているという学校や児童館等の現場の声も踏まえ，第１番目のテーマとして学習プログラムに盛り込みました。

　○進め方のポイントとしては，「導入」部分で，かけがえのない命の素晴らしさ伝える「絵本」や「詩」を活用しながら，そういった絵本等への感想や，また，「４」の場面で，「子どもの成長」や日頃の「子育て」を少し振り返ってうれしかったことや，少ししんどかったことなどを参加者同士が自由に話し合えることを目的にしています。
　○また，振り返りの部分では，改めて，「生命の誕生の奇跡」や「命の繋がりの尊さ」を伝える科学的データ等も紹介し，子どもに対して，「かけがえのない存在」であることを伝えていくことの大切さ，を感じてもらえるように，と考えています。
　

◎二つ目は，「受けとめる」です。

　○これは，支援者用テキストの「ねらい」にあるように，日頃の子どもとの何気ない会話等においても，しっかりと子どもの気持ちを受け止めることができる「親としての心構え」のようなものを考えてもらうきっかけとして設定したテーマです。

　○支援者用テキストの「展開例」にもあるように，お付けしているマンガのストーリーや，親用テキストにあるエピソード１，２等，日常生活でありがちな親子の風景を通じて，ロールプレイ等の手法を用いながら，その時々の「親の気持ち」「子どもの気持ち」それぞれを感じてもらいます。

　○そして，「振り返り」において，子どもの気持ちを受け止めるためには，どういったやり取りが望ましいか等についても，日常生活に生かしてもらえるように，参加者同士で話し合っていきたいと考えています。
◎三つ目は，「認める」です。

　○これは，子ども一人一人が持つ「個性」を認め，子どもの自尊感情を育む親の関わり方について考える機会とすることを目的にしています。
　○展開としては，導入において，自分の子どもの「いいなぁ」と思うところと「少し気になっているところ」を書いてもらいます。

その後，小グループに分かれて，書き出した内容を元に，子どもの様子等をお互いに出し合います。

　○このグループディスカッションでは，子どもの様子を通して，保護者の「日頃の子育ての悩み」等についても話し合い，お互いの子育てを認め合えるような関係づくりができることを目指しています。

　○また，支援者用テキストの「３」にあるように，絵本等も活用していきたいと考えています。
◎最後に，四つ目は，「つながる」です。
　○このテーマでは，普段の，例えば，子どもの通学路の安心安全の見守り活動や，夏祭り・子ども会等の行事等，「子育て」における地域とのかかわりについて気付いてもらい，親自身の，地域活動への参画を促すきっかけづくりをねらいとしています。
　○参加者同士の話し合いでは，自分自身が子どもの頃に感じていた「地域」と，今，自分の周りにある「地域」との違いや，実際に子育てをしていくうえで「どういった地域があれば良いと思うか」等について意見交換しながら，自分が，様々な地域活動の主体者となったり，今後，そういった活動に関わっていくことの大切さ等について，考えていただくきっかけにしたいと思います。
＜まとめとして＞
以上，４つのテーマについて，その「ねらい」と，実際の「展開」のイメージを説明させていただきましたが，学童期思春期部会では，こういった保護者同士が集まる機会を通じて，何よりも，保護者同士が自由に，気軽に，普段の子育てで「悩んでいること，迷っていること」等を話し合え，「参加してよかったな」「私も，このままでいいからもう少し頑張ってみようかな」と思ってもらえることが一番大切，という視点に立って，学習プログラムの素案を作成致しました。

支援者は，出来る限りそうした雰囲気づくりを大切にしながら，進めていくことが大切で，そのあたりの様々な情報や「ネタ」のようなものを，支援者用テキストに盛り込み，充実させていきたいと考えています。
また，各回の最後には，参加された方に，「おみやげ」的に渡すことのできるメッセージカードの様なものも検討しています。

以上で，学童期思春期部会の報告と致します。
